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研究要旨 

近年、本邦における肝がんや肝硬変の背景肝疾患は変容してきており、非ウイルス性肝疾

患である、肥満や生活習慣病に起因する非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）及びアルコ

ール性肝疾患（ALD）が増加している。医療従事者や肝炎医療コーディネーター（肝 Co）の

活動において、従来のウイルス性肝疾患に加えて、今後は生活習慣に起因するこれらの肝疾

患への対応力が求められる。本研究では肝 Coによる非ウイルス性肝疾患患者の支援活動に

資する、コミュニケーションの開始や時間空間的に継続性のある支援を的確に行うことを

可能とするエビデンスの構築や資材の開発を目的とした。更に非ウイルス性肝疾患の高い

有病率を勘案し、様々な媒体を通じた populationアプローチによる啓発を行った。 

日本人健診受診者を対象に、Fatty Liver Indexによる脂肪肝予測の有用性を検討し、報

告した。NAFLD/ALD の啓発や生活習慣改善の支援に肝 Co が使用する、ポケットマニュアル

や患者用の単語帳サイズの食事・運動記録シート、自宅で運動習慣を維持するための運動カ

レンダーを作成した。テレビ、新聞、インターネット等の媒体によるメディアミクスアプロ

ーチによって、非ウイルス性肝疾患の啓発を行った。非ウイルス性肝疾患に対する肝 Coの

効果的な活動や啓発を促進すべく、展開及び効果検証を行っていく。 

 

Ａ．研究目的 

  近年、肝がん・肝硬変の成因として、肥満

や生活習慣病に起因する非アルコール性脂

肪性肝疾患（NAFLD）や、アルコール性肝疾

患（ALD）の占める割合が本邦において増加

している。また肥満や 2 型糖尿病を診断基

準に含む代謝異常関連脂肪肝（MAFLD）の概

念が提唱され、これらの非ウイルス性肝疾

患を有する患者を対象として、食事、飲酒、

運動などに関する生活習慣の是正や、その

支援の重要性は高まっている。ウイルス性

肝炎の疾病対策モデルにおいて、予防啓発、

受検、受診、受療、フォローアップの 5 つ

のステップからなるサイクルが、停滞なく

回ることの重要性が示されており、肝炎医

療コーディネーター（肝 Co）の活動は各ス

テップにおける患者の意思決定や行動変容

に寄与してきた（Isoda H,et al. Glob 

Health Med. 2021;31:343-350）。一方で非

ウイルス性肝疾患に対する生活習慣改善へ



の支援は、これらの全てのステップで継続

的に行う事が必要不可欠である。 

 本分担研究では、肝 Coによる非ウイルス

性肝疾患患者の支援活動に資する、コミュ

ニケーションの開始や時間空間的に継続性

のある支援を的確に行うことを可能とする

エビデンスの構築や資材の開発を目的とし

た。更に非ウイルス性肝疾患の高い有病率

を勘案し、様々な媒体を通じた population

アプローチによる啓発を行った。 

 

Ｂ．研究方法と結果 

１）コミュニケーションの開始に資するエ

ビデンスの構築と資材開発 

日常の業務において、肝 Co が肥満や生活習

慣病を有する人々や患者と遭遇する可能性

は極めて高い。脂肪肝は通常、腹部超音波な

どの画像診断で診断されるが、すべての対

象者に施行することは困難である。Fatty 

Liver Index（FLI）は、腹囲、BMI、中性脂

肪、γ-GTP から算出可能な脂肪肝の予測式

であり、飲酒者にも適応可能である。脂肪肝

の有無についてのコミュニケーション機会

を得ることは、特に検診受検者に対する保

健指導や医療機関において、非ウイルス性

肝疾患対策の入り口として重要である。

我々は健診受診者を対象に、日本人におい

てはじめて FLI による脂肪肝予測の有用性

を示した（Murayama K, et al. Diagnostics 

(Basel). 2021;11:132.）。この結果から

FLI>30 を脂肪肝疑い、FLI>60が脂肪肝ハイ

リスクと定義し、対象者の FLI を記入し、

脂肪肝や生活習慣病のリスクについてコミ

ュニケーションをとることができるリーフ

レットを開発した（図 1）。更に佐賀大学肝

疾患センターホームページに、FLIの計算を

行うことができるサイトを作成した。リー

フレットは佐賀県内自治体の保健師などに

広く展開し、従来の啓発・支援では未受診で

あった対象者の受診や受療に繋がったとい

う意見や、糖尿病及び脂質異常症などのハ

イリスク対象者への指導と並行して行うこ

とができるという意見が挙げられた。 

 

２） NAFLD/ALD患者の生活習慣改善を支援

するためのツール・資材作成 

NAFLD/ALD 患者の生活習慣改善を支援する

に際しては、食事、飲酒、運動など項目が多

岐にわたること、各項目で専門性が担保さ

れた知識が必要であること、支援時にまと

まった時間を確保することが難しい場合、

短時間で要点を伝える必要があること、ま

た異なる肝 Coによる支援であっても、内容

に齟齬が無い均てん化した支援が重要であ

ることを考慮する必要がある。更に生活習

慣改善のためには、対象者の行動変容を促

し、かつ実行期をより長く保つ為の工夫が

必要である。これらの視点に基づき、下記の

資材を開発した。 

○ ポケットマニュアル（ポケヘパ） 

肝 Co が対象者に非ウイルス性肝疾患の病

態や運動、栄養（飲酒も含む）の説明や支援

図 1．FLI 記入式の脂肪肝及びエコー

検査受検を促進するリーフレット 



を行う際に使用する A6 サイズのマニュア

ルを作成した（図 2）。当研究班が作成した

肝炎医療 Co ポケットマニュアルと同サイ

ズで、表面は患者さんへの説明用、裏面は肝

Coが説明する際に参照する解説書になって

いる。各頁の QRコードを読むと、表面の患

者用画面が PDF で表示されるため、印刷す

れば対象者に渡して持ち帰ることができる。 

 

 

 

○ 食事・運動記録シート（ヘパリング） 

利用者が食事療法や運動療法のいつでも簡

単に確認し、自身の実践状況をスタンプカ

ード形式で記録できる資材を開発した（図

3）。単語帳サイズで持ち運びがしやすく、運

動時や買い物時にも簡単に確認できる。運

動に関する頁は表面に運動の写真と解説が

掲載されおり、QRコードをスキャンすると、

動画を確認することができる。裏面はチェ

ックシートになっており、スタンプカード

形式で実践状況を記録できる。栄養部分は

表面に料理等の写真とその調理時間や摂取

カロリーが記載されており、裏面には材料

が記載されている。QRコードをスキャンす

るとレシピ検索サイト（COOKPAD）に遷移し、

調理方法を動画で確認できる。 

 

 

 

○ 運動カレンダー（ヘパトサイズカレンダ

ー） 

久留米大学消化器内科川口巧教授、久留米

大学病院リハビリテーション部松瀬博夫教

授のご監修で、B2サイズのカレンダーを作

成した。全 37種類の運動について、それぞ

図 2．肝 Coが使用するポケットサイズ

のマニュアル「ポケヘパ」。表面が対象

者への説明用、裏面が説明の際に肝 Co

が参照できる専門的な知識や支援の

際に必要なコツが記載されている。 

図 3．食事・運動療法に取り組む患者

が使用する記録表「ヘパリング」。角運

動プログラムの写真と動画へリンク

する QR コードが掲載されている。食

事レシピも同様に QR コードが掲載さ

れて落ち、WEB サイトでより詳細な情

報が得られる。 



れ基本姿勢・動作の写真と解説を示し、また

その運動の動画をスマートフォン等で閲覧

できる QRコードが記載されている（図 4）。 

 

 

 

３）様々な媒体を通じた populationアプロ

ーチによる啓発 

 

○新聞を通した啓発 

新聞は比較的中高年を対象に、情報を届け

ることができる媒体であり、肝疾患啓発に

おいて注力すべき対象者の年齢層と重なり

がある。また新聞は、信頼性が高い情報元と

して読者に認知されている。地元新聞社と

共同で、各肝疾患や肝がんの病態や佐賀県

の状況、医療機関の紹介などのコンテンツ

を“佐賀肝聞”（さがかんぶん）として 2020

年度に単体で発刊し、また週末版などで特

集ページを作成し 2021 年度、2022 年度に

発刊し、啓発を行った。 

 

○テレビを通した啓発 

テレビによる啓発は、年齢層や性別に限定

されることなく、より幅広い啓発が可能で

ある。テレビ放送の地方番組を通して肝炎

ウイルス無料検査受検や脂肪肝に関連する

肝疾患を啓発する番組や CMを作成し、放映

した（図 5）。 

 

 

○ケーブルテレビを通した啓発 

佐賀県はケーブルテレビの普及率が高く、

またケーブルテレビのコンテンツは、比較

的安価に作成が可能であり、時間的に、また

内容に関して自由度が高い。更に期間中に

複数回放映されることが多く、より詳細な

情報を視聴者に伝えることができる。2022

年度は脂肪肝に関する 30 分の啓発番組を

作成し、各地域の放送局で繰り返して放映

した（図 6）。内容は①脂肪肝リスクチェッ

クリスト、②久留米大学川口巧先生の脂肪

肝に関する基本講義③運動療法の解説と実

践④食事療法の解説と具体的なレシピの調

図 4．へパトサイズカレンダー。日常

生活でいつでも参照でき、運動療法の

継続率を高めるようにカレンダー形

式とした。 

図 5．テレビ番組における啓発（上段 

NHKニュース番組、下段 佐賀テレビ情

報番組） 



理過程の実演、で構成した。視聴者からの相

談窓口へ電話や直接的な感想をいただき、

大変わかりやすいと好評であった。 

 

 

 

 

 

２）肝炎医療コーディネーターの活動促進

のためのツール開発 

 

○インターネットを通した啓発 

肝疾患啓発に WEB ページや SNS の利用が広

く行われるようになった。本分担研究でも、

非ウイルス肝疾患、ウイルス肝炎の啓発ア

ニメーション動画を作成し、YouTube等で放

映した。 

 

４）その他の活動 

○ 肝炎医療コーディネーター職種別マニ

ュアルの作成 

肝 Co は多種多様な職種が養成されており、

その職種毎に活動する内容や場所が異なっ

ている。研究班で行われた職種別のマニュ

アル（看護師；管理職・外来・病棟、薬剤師

（病院内・外）、臨床検査技師、臨床放射線

技師、理学療法士、管理栄養士、相談員、医

療ソーシャルワーカー、事務、行政、健診機

関、歯科部門、患者の全 16職種・部門）の

作成に協力した。 

○ 肝炎医療コーディネーターポケットマ

ニュアルの改訂 

肝炎医療コーディネーターポケットマニュ

アルは 2018 年に初版、2020 年に追補版が

本研究班で作成されていた。研究班で全面

改訂版を作成するにあたり、その編集及び

非ウイルス性肝疾患に関する頁を中心に執

筆し、作成協力を行った。 

 

Ｄ．考察 

生活習慣病や肥満症を有する一般市民や健

診受診者、患者は多く、あらゆる職種の肝

Coが日々の業務で遭遇していると考えられ、

その中で非ウイルス性肝疾患の啓発や療養

支援を行うことは非常に重要である。本研

究期間は、新型コロナウイルス感染症が世

界的・全国的に蔓延した。社会的及び身体的

な活動量の低下は、飲酒の増加（キリンホー

ルディングスアンケート調査 ;2021. 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0000

00007.000045047.html）、や肥満（Kucharska 

A, Sińska B, et al. Ann Agric Environ 

Med. 2023;30:118-126.）の助長と関連し、

脂肪肝の増加が懸念された（ López-

González ÁA, et al. Nutrients. 

2022;14:2795.）。また啓発活動においても

対面してのインタビューやイベント等での

活動が大きく制限をされた。一方で、非接触

型の様々な媒体を通した啓発活動を見直し、

発展させる貴重な機会となった。また制限

下でも通院や健診受検は継続されており、

対面してのコミュニケーションが可能な際

には、短時間でより効率良い啓発や支援を

行うことが重要であった。 

図 6．ケーブルテレビ番組における啓

発。食事・運動療法の楽しさや、各プ

ログラム・レシピの詳細を伝えた。 



本研究では、肝 Coが対象者の生活習慣改善

を支援する際に用いるツール、また患者が

継続的に生活習慣改善に取り組むことがで

きるツールの開発を行った。非ウイルス性

肝疾患における生活習慣改善の支援は、予

防・受検・受診・受療・フォローアップのア

ックステップに枠組みを超えて、すべての

ステップで必要である。また、対象者が行動

変容を起こし、それを持続させるためには

継続的な支援が必要である。対象者への支

援がシームレスに、かつ専門的知識のエッ

センスを効率よく伝えることができるよう

な資材の開発に努めた。 

非接触型の啓発活動は、様々なメディアを

用いたアプローチを行った。集合型のイベ

ントなどで単発の啓発活動を行うより、更

に能動的なプッシュ型の啓発が行えたと考

える。実際に、新聞での啓発後の佐賀県がん

サイトポータルへのアクセス、佐賀大学肝

疾患センターサイトへのサクセスは有意に

上昇した。また、肝 Co養成研修会やスキル

アップ支援についても、集合型ではなくオ

ンラインを活用した会議や座談会を複数回

開催して、肝 Co の活動を支援する資材を多

く作成した。オンラインを活用したことに

より、会議の時間が調整しやすく、これまで

参加が難しかった遠方の方も参加がしやす

かった。しかしながら資材の使用方法や活

用のコツについては、やはり対面で説明す

る方が効果的に伝わり、その後の利活用の

促進につながると考える。まずは佐賀県内 

で展開し、その後も感染の状況をみながら

可能な方法で全国に展開していく予定であ

る。開発した資材については効果検証を行

う必要があり、江口班で進められている「肝

炎医療コーディネーター活動支援 LINE」や

肝疾患センターのウェブサイト等を活用し

て資材を展開しつつ、アンケート調査も同

時に行って効果検証を行なう予定である。 

 

Ｅ．結論  

非ウイルス性肝疾患のトータルケアに肝 Co

が貢献するべく、資材やエビデンス創出を

行った。また様々な媒体を通した啓発活動

を行った。今後はこれらの効果測定を行っ

ていく。 
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